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在宅介護実態調査の結果における主な事項について 

 

【主な事項】  

１．P6【1-問 6】現時点での、施設等への入所・入居の検討状況について、ご回答くださ

い（１つを選択） 

 

 介護度が高い人ほど、「入所・入居は検討していない」と回答している人の割合は減少し、

「すでに入所・入居申し込みをしている」と回答している人の割合が増加している。 

 

２．P7【1-問７】ご本人（認定調査対象者）が、現在抱えている傷病について、ご回答く

ださい（複数選択可） 

 

 認知症と回答している人の割合が 40.3％と多数を占めており、認知症対策の必要性が高

いことがわかる。 

 

3．P11【1-問 10】問８で「２．」と回答した方にお伺いします。介護保険サービスを利

用していない理由は何ですか（複数選択可） 

 

 「現状では、サービスを利用するほどの状態ではない」など現在、介護保険サービスを

利用する必要がないため、利用していないという人の割合が大きい。「その他」は、記載欄

を設けていないことから内容は不明となっている。 

 

4．P12【1-問 12】今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス（現在利用し

ているが、さらなる充実が必要と感じる支援・サービスを含む）について、ご回答くだ

さい 

 

介護保険サービス以外で今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービスとして必

要だと思うサービスとして、「配食」、「外出同行（通院・買い物など）」、「移送サービス（介

護・福祉タクシー等）」を希望している人の割合が大きい。在宅での介護を続けるために、

必要な施策の検討が必要と思われる。 
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5．介護離職者について 

① P14【2-問 1】ご家族や親族の中で、ご本人（調査対象者）の介護を理由として、過

去 1 年の間に仕事を辞めた方はいますか（現在働いているかどうかや、現在の勤務形態

は問いません） 

 

主な介護者が過去 1 年の間に仕事を辞めたと回答した人の割合が全体の 10.5％となっ

ている。 

 

② P15【2-問４】主な介護者の方の年齢について、ご回答ください（１つを選択） 

 

 主な介護者の方の年齢は、「60代」が最も多く34.9％となっている。その他、49歳以

下の主な介護者の方も 7.5％いる。 

 

仕事を続けながら介護が続けられるよう家族に負担を取り除くサービスが必要と思われ

る。 

 

6．P17【2-問 6】現在の生活を継続していくにあたって、主な介護者の方が不安に感じ

る介護等について、ご回答ください（現状で行っているか否かは問いません） 

 

「現在の生活を継続していくにあたって、主な介護者の方が不安に感じる介護」として、

「排泄」、「入浴・洗身」、「外出の付き添い・送迎等」、「認知症への対応」とした人の割合

が大きくなっている。その傾向は、仕事と介護の両立が「やや＋かなり難しい」とする方

が不安を感じる介護においても同様の傾向となっている。主な介護者が不安に感じる「排

泄」や「入浴・洗身」などに対応した介護サービスの提供が必要と思われる。 

 

7．P22【3-問 1】将来、仮に介護が必要になったときに、どのように暮らしたいと思い

ますか 

 

「将来、仮に介護が必要になったときに、どのように暮らしたいと思いますか」という

質問に対して、自宅で暮らしたいと回答した人の割合はどの介護度においても 40％を超え

ている。介護度の高い人であっても住み慣れた地域で最期を迎えることができるような介

護サービスの確保が必要と思われる。 

 

8．P23【3-問 3】あなたは、ご自身の死が近い場合に受けたい医療や受けたくない医療

について､ご家族とどのくらい話し合ったことがありますか （１つを選択） 

 

 「詳しく話し合っている」、「話し合ったことがある」と回答した人の割合が全体で34.2％

となっており、家族間で十分な話し合いができているとは言い難い状況。この傾向は介護

度別に見ても、変わっていない。現在も家族間であっても話しにくい話題であると思われ

る。 
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在宅介護実態調査の結果について 

 

1．調査目的 

 第 8 期古賀市高齢者福祉計画・介護保険事業計画の策定に当たり，「高齢者等

の適切な在宅生活の継続」と「家族等介護者の就労継続」の実現に向けた介護

サービスの在り方を検討し，計画策定の基礎資料とすることを目的としている。 

 

2．調査票の配布回収状況 

 調査票種類別の配布回収の状況については、以下のとおりである。 

 在宅介護実態調査 

配布方法・回収方法 郵送による配布回収 

抽出方法 

要介護認定を受けられた人のうち，在

宅で生活している６５歳以上の高齢者

から無作為抽出 

配布数 1,042 件 

有効回答数 477 件 

有効回答率 45.8％ 

 

3．調査結果利用上の注意 

・ 回答率は百分比の小数第 2位を四捨五入しているので、合計が 100％になら

ない場合がある。 

・ 2 つ以上の回答を要する（複数回答）質問の場合、その回答比率の合計は原

則として 100％を超える。 

・ 数表、図表中の空欄は、該当する選択肢の回答がないことを示す。 

・ 数表、図表は、スペースの都合上、文言を省略している場合がある。 
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4．個別設問結果  ※グラフ中の「N=○○」は、その設問の該当者数を示す。 

1.調査対象者ご本人について【Ａ票】 

問１ 現在、この調査票にご回答を頂いているのは、どなたですか（複数回答可） 

 

 

問２ 世帯類型について、ご回答ください（１つを選択） 
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問３ ご本人の性別について、ご回答ください（１つを選択） 

 

 

 

問４ ご本人の年齢について、ご回答ください（１つを選択） 
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問５ ご本人の要介護度について、ご回答ください（１つを選択） 

 

問６ 現時点での、施設等への入所・入居の検討状況について、ご回答ください（１つ

を選択） 

 

 

 

62.3 

66.2 

53.7 

15.9 

15.5 

16.3 

17.2 

13.7 

25.2 

4.6 

4.6 

4.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=477)

要介護1・2（n=328)

要介護3～5（n=147)

入所・入居は検討していない 入所・入居を検討している

すでに入所・入居申し込みをしている 無回答

要介護度別
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問７ ご本人（認定調査対象者）が、現在抱えている傷病について、ご回答ください（複

数選択可） 
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問８ 直近の１か月の間に、（住宅改修、福祉用具貸与・購入以外の）介護保険サービ

スを利用しましたか（１つを選択） 
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問９ 問８で「１．」と回答した方にお伺いします。以下の介護保険サービスについて、

１か月間の利用状況をご回答ください。（それぞれ１つに○） 
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○ ショートステイ 

 

 

○ 居宅療養管理指導 
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問 10 問８で「２．」と回答した方にお伺いします。介護保険サービスを利用していな

い理由は何ですか（複数選択可） 

 

問 11 現在、利用している、「介護保険サービス以外」の支援・サービスについて、ご

回答ください（複数選択可） 
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問 12 今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス（現在利用しているが、

さらなる充実が必要と感じる支援・サービスを含む）について、ご回答ください（複数

選択可） 

 

問 13 ご本人（認定調査対象者）は、現在、訪問診療を利用していますか（１つを選

択） 
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問 14 ご家族やご親族の方からの介護は、週にどのくらいありますか（同居していな

い子どもや親族等からの介護を含む）（１つを選択） 

 

  

28.9 

31.1 

24.5 

4.6 

4.9 

4.1 

8.8 

10.4 

5.4 

4.6 

4.6 

4.8 

43.8 

40.5 

50.3 

9.2 

8.5 

10.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=477)

要介護1・2（n=328)

要介護3～5（n=147)

ない 家族・親族の介護はあるが、週に１日よりも少ない

週に１～２日ある 週に３～４日ある

ほぼ毎日ある 無回答

要介護度別
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2.主な介護者について【Ｂ票】 

問１ ご家族やご親族の中で、ご本人（認定調査対象者）の介護を主な理由として、過

去１年の間に仕事を辞めた方はいますか（現在働いているかどうかや、現在の勤務形態

は問いません）（複数選択可） 

 

 

 

問２ 主な介護者の方は、どなたですか（１つを選択） 
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問３ 主な介護者の方の性別について、ご回答ください（１つを選択） 

 

 

問４ 主な介護者の方の年齢について、ご回答ください（１つを選択） 
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問５ 現在、主な介護者の方が行っている介護等について、ご回答ください（複数選択

可） 
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問６ 現在の生活を継続していくにあたって、主な介護者の方が不安に感じる介護等に

ついて、ご回答ください（現状で行っているか否かは問いません）（３つまで選択可） 
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○  「問 6 主な介護者が不安を感じる介護等」×「問 10 働きながら介護を続けられるか」 
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問７ 主な介護者の方の現在の勤務形態について、ご回答ください（１つを選択） 

 

 

問８ 問７で「１．」「２．」と回答した方にお伺いします。主な介護者の方は、介護を

するにあたって、何か働き方についての調整等をしていますか（複数選択可） 
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問９ 問７で「１．」「２．」と回答した方にお伺いします。主な介護者の方は、勤め先

からどのような支援があれば、仕事と介護の両立に効果があると思いますか（３つまで

選択可） 
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問 10 問７で「１．」「２．」と回答した方にお伺いします。主な介護者の方は、今後も

働きながら介護を続けていけそうですか（１つを選択） 
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3.在宅医療・在宅介護について【独自設問】 

問１ 将来仮に介護が必要になったときに、どのように暮らしたいと思いますか（１つ

を選択） 

 

 

問２ 今後、仮に自宅で介護を受けることになった場合、誰に介護を頼みたいですか（１

つを選択） 
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問３ あなたは、ご自身の死が近い場合に受けたい医療や受けたくない医療について､

ご家族とどのくらい話し合ったことがありますか （１つを選択） 

 

 

問４ あなたが最期を迎えたいと思う場所はどこですか （１つを選択） 

 

 

5.7

4.9 

7.5 

28.5

29.6 

25.9 

35.0

36.9 

31.3 

30.8

28.7 

35.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=477)

要介護1・2（n=328)

要介護3～5（n=147)

詳しく話し合っている 話し合ったことがある まったく話し合ったことがない 無回答

要介護度別


